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三
月
一
日
、
五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院

（山
形
明
義
学

院
長
）
の
卒
業
式
が
同
学
院
で
行
わ
れ
、
看
護
婦

・
看
護
士
の

卵
た
ち
ニ
＋
九
名
が
看
護
の
世
界

に
巣
立
ち
ま
し
た
。
 

式
に
は
、在
校
生
や
父
母
ら
約
百
五
十
人
が
列
席
し
、
山
形
学

院
長
が
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
「
チ
ャ
レ

と
ン
精
神
で
看
護
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た

後
、
佐
々
木
市
長
が
「
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
大
切
に
思
い
や
り

の
あ
る
看
護
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。
 

在
校
生
の
花
束
贈
呈
に
引
き
続
き
、
卒
業
生
を
代
表
し
村
田

豊
さ
ん
が
「
広
く
世
界
に
目
を
向
け
人
々
に
貢
献
で
き
る
よ
う

責
任
あ
る
態
度
で
臨
み
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

高
等
看
護
学
院
は
昭
和
四
＋

一
年
に
開
設
以
来
こ
れ
ま
で
に

六
百
三
十
名
余
り

の
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
い
ま
す
。
 

2月28日現在（）内は前回比、男23 , 964 (+ 13）女26,606(+ 1）計50 , 570 (+ 14）世帯17,504(+ 1) 

希
望
ル
満
ち
て
看
護

の
世
界

F
 

飛
，
び

立

、
り
 

五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院
卒
業
式
 

姉長賞を受賞した村田豊さん 
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を
濃
叱
い

察
武
・
す
氏
 

市
と
市
む
ら
づ
く
り
塾
主
催
の
第

六
回
二
十
一
世
紀
む
ら
づ
く
り
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
二
月
十
九

日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
 
「新
し
い
家

族
経
営
を
考
え
る
ー
主
役
を
演
じ
る

女
性
た
ち

ー
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
農

家
の
主
婦
や
農
業
関
係
者
ら
約
百
人

が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

初
め
に
新
潟
県
の
農
事
組
合
法
人

大
潟
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
の
竹

田
尚
子
さ
ん
が
実
践
報
告
を
し
ま
し

た
。
 

こ
の
後
、
菅
勝
彦
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
む
ら
づ
く
り
塾
の
戸
津

一
光
塾
長
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
V
i
c
ウ

ー
マ

ン
と
し
て
海
外
研
修
を
経
験
し
た
市

内
の
農
家
斉
藤
久
子
さ
ん
、
小
笠
原

ふ
じ
江
さ
ん
、
小
野
列
子
さ
ん
、
小

田
桐
絹
子
さ
ん
が
ス
ラ
イ
ド
を
交
え

外
国
の
農
業
の
現
状
を
紹
介
し
ま
し

た
。
 

四
人
の
方
々
は
、
海
外
研
修
の
成

果
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。
 

（
斉
 
藤
）
 
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々

の
古
い
も
の
を
大
切
に
す
る
姿
勢
と

自
分
が
明
る
く
ふ
る
ま
う
こ
と
が
明
 
 

る
い
農
家
経
営
に
つ
な
が
る
。
 

（
小
笠
原
）
 
農
業
を
愛
す
る
気
持

ち
は
ア
メ
リ
カ
の
女
性
も
同
じ
、
女

性
が
積
極
的
に
経
営
に
参
加
し
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
家
族
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
。
 

（
小
 
野
）
 
外
国の
グ
リ
ー
ン
ツ
 

ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
見
て
五
所

川
原
で
も
農
家
所
得
に
つ
な
が
る
よ

う
に
し
た
い
。
 

（
小
田
桐
）
 
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
懸
命
に
働
く
農
家
婦
人
の
姿
を
見

て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
も
て
た
。
 

と
発
言
し
、
い
ず
れ
も
意
欲
を
持

っ
て
働
け
る
条
件
づ
く
り
が
必
要
と

主
張
し
ま
し
た
。
 

・

V
i
c
ウ
ー
マ
ン
と
は
、
 

く
i
l
l
a
g
e
 
Con
du
c
to『
 
ミo
ョ
p
コ

の
略
称
で
、
「地
域
の
よ
り
よ
い
『
農

と
く
ら
し
』
を
指
揮
す
る
女
性
リ

ー
 

ダ
ー
」
を
意
味
し
女
性
の
地
域
活
動

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
 

（
青森
県
知
事
が
任
命
）
 

日
頃
実
践
し
て
い
る
知
識
、
技
術

を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
二
月
一
一

十
五
日
「
農
村
女
性
さ
わ
や
か
活
動

交
流
会
」
が
市
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

交
流
会
は
、
五
所
川
原
地
区
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
奥
瀬

ミ
キ
会
長
）
が
主
催
し
五
所
川
原
、
 

鶴
田
、
板
柳
の
農
業
に
従
事
す
る
女

性
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
農
業
者
が
夫
婦
、
親

子
の
家
族
間
で
「
協
定
」
を
結
び
、
 

労
働
貢
献
度
に
見
合
っ
た
給
料
を
妻
 
 

や
嫁
、
子
供
に
支
払
う
家
族
経
営
協

定
を
報
告
し
新
し
い
家
族
関
係
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
「切
り
干
し
大
根
ご
は

ん
」
「
鮭
の
漬
物
」
の
調
理
実
演
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
学
ん
で

い
ま
し
た
。

・
 

会
場
で
は
、
古
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
で

作
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
タ
オ
ル

ケ
ッ
ト
を
使
用
し
た
ガ
ウ
ン
な
ど
ア

イ
デ
ア
豊
か
な
作
品
を
展
示
し
、
参

加
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
 

女
性

の
力
で

農
家
を
豊

か
に
 

第
六
回
ニ
十

一
世
紀
む
ら
づ
く
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
Iノ
 

調理の実演講習 

《
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ン
カ
ン
ト
ラ
ン
プ
世
界
選
手
権
大
会
」
 

あ
お
も
り
活
性
化
大
賞
奨
励
賞
受
賞
監
 

議

難

蕊
矛

受
賞
 

二
月
二
十
五
日
、
第
九
回
あ
お
も
り
活
性
化

大
賞
の
発
表
と
授
与
式
が
青
森
市
の
ホ
テ
ル
青

森
で
行
わ
れ
、
本
市
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ゴ
ニ

ン
カ
ン
ト
ラ
ン
プ
世
界
選
手
権
大
会
」
が
あ
お

も
り
活
性
化
大
賞
奨
励
賞
（こ
だ
わ
り
文
化
賞
）
 

を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

あ
お
も
り
活
性
化
大
賞
は
、
青
森
県
市
町
村

活
性
化
対
策
協
議
会
（
会
長
一
佐
々
木
誠
造
青

森
市
長
）
の
主
催
で
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
地
域
活
性
化
（
の
取
り
組
み
を
表
彰
し
今

後
一
層
の
活
躍
と
県
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

今
回
の
受
賞
は
、
本
大
会
の
活
動
が
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
創
意
と
工
夫
に
富
む
自
主

的
な
取
り
組
み
と
し
て
将
来
的
な
発
展
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
，
 

「ゴ
ニ
ン
カ
ン
ト
ラ
ン
プ
世
界
選
手
権
大
会
」
 

は
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所
が
、
津
軽
だ
け
に

伝
わ
る
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
「
ゴ
ニ
ン
カ
ン
」
の

お
も
し
ろ
さ
を
全
国
に
発
信
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
七
年
か
ら
開

催
し
、
今
年
の
第
三
回
大
会
は
、
 一
月
十
九
日

に
市
民
体
育
館
で
県
内
か
ら
の
多
数
の
参
加
者

に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
英
語
版
の
ル
ー
ル
ブ
ック
を
作
成
し
、
 

国
際
的
な
大
会
（
と
発
展
さ
せ
る
べ
く
積
極
的

な
P
R
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

優
れ
た
創
作
活
動
を
称
え
る
平
成

八
年
度
の
青
森
県
芸
術
文
化
報
奨
を

受
賞
さ
れ
た
川
柳
岩
木
吟
社

（菊
池

富
美
雄
代
表
）
の
皆
さ
ん
が
三
R
五

日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
佐
々
木
市
長

に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
、
 「受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
五
所

川
原
の
文
化
発
展
の
た
め
頑
張
「
て

く
だ
さ
い
。」
と
お
祝
い
し
ま
し
た
。
 

菊
池
代
表
は
、
 「結
成
六
十
年
目

の
節
目
の
年
に
受
賞
で
き
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
、
 こ
れ
で
川
柳
が
文
化

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
川
柳
を

や
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
大
変
う
れ
 

し
い
。
特
に
基
盤
を
確
立
し
て
く
れ

た
前
代
表
の
小
山
吉
朗
さ
ん
（
昭
和

六
十
二
年
死
去
）
が
吉
報
を
一
番
喜

ん
で
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

昭
和
十
二
年
に
西
北
地
区
の
川
柳

社
が
合
同
し
て
結
成
。
戦
後
一
時
中

断
し
た
も
の
の
昭
和
三
十
八
年
に
再

結
成
し
毎
月
一
回
の
例
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
会
報
「
い
わ
き
」
を
発

行
し
現
在
四
百
十
号
を
数
え
る
。
 

ま
た
、
県
下
川
柳
大
会
な
ど
を
催

し
川
柳
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
 



誕
生
会
に
く
る
み
園
慰
問
 
漕
揺
建

ま
す
 

車内ではストープでボッカポカ 

五
所
川
原
東
日
流
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
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日立対 NEC 戦 

ライオンズクラフ会員による手踊り 

踊りに見とれるお年寄‘) 

西
北
五
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

問
題
懇
談
会
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
で
 

二
講
話
会
と
演
奏
会
 

二
月
二
十
五
日
、
津
軽
鉄
道
の
ス

ト
ー
ブ
列
車
内
に
お
い
て
西
北
五
地

区
ェ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
懇
談
会

（川
村

恒
儀
会
長
）
主
催
の
二
月
講
話
会
並

び
に
演
奏
会
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

同
懇
談
会
は
毎
年
二
回
講
演
会
を

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
講

師
に
市
内
桜
田
の
笠
井
実
氏
を
迎
え
 

「力
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
実
施

体
験
を
交
え
ェ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

講
話
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
津
軽
三
味
線
を
柳
津
利

佳
さ
ん
、
ギ
タ
ー
を
斎
藤
治
さ
ん
が

演
奏
し
、
大
勢
の
参
加
者
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。
 

V
リ
ー
グ

女
子
公
式

戦
 

初
開

催
 

ア
タ
ック
“フ
ロ
ック

大
熱
戦
 

二
月
一
干
一
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
第
三
回
V
リ
ー
グ
女
子
公
式
戦
・

五
所
川
原
大
会
が
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

V
リ
ー
グ
発
足
後
、
本
県
で
は
初

の
公
式
戦
開
催
と
あ
っ
て
、
吹
雪
に

も
か
か
わ
ら
ず
フ
ァ
ン
や
市
民
な
ど

千
五
百
人
が
会
場
に
詰
め
か
け
日
立

が
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、
後
期
首
位
の
 

N
E
c
を
破
る
な
ど
白
熱
し
た
好
ゲ
 

ー
ム
を
繰
り
広
げ
観
客
は
迫
力
あ
る

プ
レ
ー
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

（
坂本
義
正
会
長
）
の
会
員
1
11
 

十
五
名
が
二
月
二
十
五
日
、
お
菓
子

や
果
物
を
持
参
し
て
市
立
養
護
老
人

ホ
ー
ム
く
る
み
園
を
慰
問
し
歌
や
踊

り
を
披
露
し
お
年
寄
り
た
ち
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
 

こ
の
ク
ラ
ブ
の
慰
問
は
、
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
今
回
で
八
回
目
に

な
り
ま
す
。
 

入
園
者
の
皆
さ
ん
は
佐
々
木
セ
ツ

さ
ん
の
歌
謡
や
珍
田
ヤ
チ
エ
さ
ん
、
 
 

二
P
功
三
さ
ん
の
踊
り
が
始
ま
る
と

手
拍
子
を
打
っ
た
り
、
熱
心
に
踊
り

を
見
て
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
入
園
者
の
誕
生
会
も

行
わ
れ
、
会
員
ら
は
そ
ば
な
ど
を
振

る
舞
い
な
が
ら
一
緒
に
お
祝
い
し
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し
ん
だ
後
、
全
員

で
 
「ま
た
会
う
日
ま
で
」
を
合
唱
し

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
 

来
年
も
慰
間
す
る
こ
と
を
約
東
し
ま

し
た
。
 

＠
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
津
軽
野
保
育
園
（
渋
谷
守
夫
園

長
）
廿
慰
問

（
園
児
六
十名
に
よ

る
歌
披
露
）
、寄
贈
（
手
作
り
ひ
な

人
形
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

〇
匿
名
廿
四
万
三
千
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〇
五
所
川
原
第
四
中
学
校
生
徒
会
 

（対
馬
大
陸
代
表
）
廿
一
万
円
。
 

〇
ペ
ン
バ
ー
ト
ン

・
ア
ン
ド
レ
ア
 

（
前
五所
川
原
市
外
国
語
指
導
助

手
）
廿
五
千
八
百
三
十
二
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
三
好
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記

念
実
行
委
員
会
（
岡
元
久
会
長
）
 

廿
寄
贈
（
校
門
一
式
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期

成
会
へ
 

〇
宝
古
堂
美
術
株
式
会
社
（
山
田

春
雄
代
表
取
締
役
・
東
京
都
）

廿

百
万
円
。
 



市に寄贈する鈴木支店長（左） 

北辰大学校歌を斉唱する生徒ら 

お願い手帳 

に
ー
 

一
 力

 

Dたしのかわりに 

電話を 

1 してください 鍵 

わたしは耳や言葉が不自由です 

北
辰
大
学
（
主
催
・
市
教
育
委
員

会
）
の
平
成
八
年
度
閉
講
式
が
三
月

五
日
、
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
大
学
は
、
市
内
の
六
十
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
現
代
社
会
に
適
応

で
き
る
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
 

生
涯
学
習
や
親
睦
を
深
め
る
目
的
で

開
設
さ
れ
、今
年
で
二
十
四
年
目
を

迎
え
ま
す
。
 

本
年
度
は
、昨
年
の
六
月
に
開
講

さ
れ
毎
月
一
回
学
習
会
が
行
わ
れ
福

祉
、
経
済
、
健
康
管
理
な
ど
の
講
座
 
 

を
開
き
こ
の
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
 

閉
講
式
に
は
、
約
二
百
名
が
出
席

し
学
習
の
出
席
日
数
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
卒
業
証
書
、
修
了
証
書
、
特
別
賞
、
 

皆
勤
賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
生
徒
を
代
表
し
卒
業
生

の
太
田
つ
豆
さ
ん
は
、
 r三
年
間
、
 

み
ん
な
が
元
気
で
や
っ
て
こ
れ
て
よ

か
っ
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧

に
し
楽
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
 

全
員
で
北
辰
大
学
校
歌
を
斉
唱
し
式

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
 

」
一月
三
日
、
N
T
T
五
所
川
原
支

店
の
鈴
木
悟
支
店
長
が
市
福
祉
事
務

所
を
訪
れ
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方

の
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
 

「電
話
お
願
い
手
帳
」
と
「
ふ
れ
あ

い
速
達
便
」
を
各
百
冊
贈
呈
し
ま
し

た
。
 

手
帳
は
、
 「わ
た
し
は
耳
や
言
葉

が
不
自
由
で
す
・
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん

で
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
カ
ー
ド
が
添

え
て
あ
り
本
人
に
代
わ
っ
て
電
話
を

か
け
て
も
ら
う
と
き
に
提
示
す
る
も
 
 

の
で
、
速
達
便
は
、
用
件
を
書
き
込

ん
で
そ
の
ま
ま
送
れ
る
フ
ァ
ッ
ク
ス

用
紙
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
耳
や
言
葉

の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
は
大
変
重

宝
す
る
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
早
速
同
席
し
た
村
田
五

所
川
原
ろ
う
あ
協
会
長
に
手
帳
と
速

達
便
を
贈
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
手
帳
と
速
達
便
が
ほ

し
い
方
は
福
祉
事
務
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

次
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
見
た
ら
代

わ
り
に
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
 

手
話
通
訳
者
を
 

派
遣
し
ま
す
 

市
で
は
、
聴
覚
や
言
語
障
害
の
た

め
会
話
に
困
っ
て
い
る
方
に
今
年
一

月
か
ら
福
祉
事
務
所
に
手
話
通
訳
者

を
配
置
し
ま
し
た
。
 

こ
の
通
訳
者
は
病
院
、
学
校
、
銀

行
な
ど
公
共
施
設
を
利
用
す
る
場
合

派
遣
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

利
用
時
間
 

毎
週
月
曜
日
5
金
曜
日
 

八
時
三
十
分
5
十
六
時
四
十
五
分

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先
は
 

福
祉
事
務
所
福
祉
課
 

電
話
三
五
ー一
二
 
二
 
内線
五
四
1
11
 

 

知
識
を
深
め
元
気

に
卒
業
 

戸
平
成
八年度
北
辰
大
学
閉
講
式
 

  

「電
話
お願
い手
帳
」
「ふ
れ
あ
い速
達
便」
 

N
T
T五
所
川
原
支
店
市
へ

寄
贈
 

  

  

  

ー
」
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利用できる時間 

午前 6時 30分～午後 10時 40分 

※営業時間外は、地下道を通って駅裏の無料駐輪場を 
ご利用ください。 

利用できる車種 

二輪又は三輪の自転車 

※パイクはバイク置き場をご利用ください。 

利用料金 	 自 

―時利用 定 	期 	利 	用 

1日 1か月 3か月 

100 円 2,000 円 5,000 円 

利用方法等 

・ー時利用 

券売機で一時利用券を購入し、自転車の見やすい箇所（ハンドル） 
に取り付け ,指定の場所に駐車してください。 

・定期利用 

1‘利用承認申請書を提出し、承認証の交付を受けてください。 

2．承認証で券売機から定期利用券を購入し、自転車の見やすい
箇所（後輪泥除け部分）と承認証の裏面にはりつけ 指定の
場所に駐車してください。 

3 承認証は常に携帯し、係員から請求があった場合は提示して
ください。 

・注意事項 

駐輪場内での事故や盗難等については一切責任を負いかねます 
ので、必ず力ギをかけてください。 

自転車 1台 

（弘前駅前駐輪場の利用について） 

地
下
駐
輪
場
 

〇 そこで弘前市では… 

弘前の玄関ロであるJR弘前駅前周辺を「弘前市自転

車等の放置防止に関する条例」に基づいて、放置禁止区域

に指定し、自転車や原付パイクの放置防止の強化を図

りますので、ご協力をお願いいたします。 

〇 なぜ放置はだめなの？ 

放置された自転車や原付バイクは、 

歩行者の通行の妨げとなり、子供や

体の不自由な方には大変危険です。 

また、緊急時には障害となったり、 

弘前の街の美観を損ねたりします。 

自転車等放置禁止区域標識 

この標識は 自転車等放置禁止区域に指定された

歩道や広場などに設置されており、この区域内に

自転車や原付パイクを放置しないで下さいという

意味です。ここに放置すると撤去されます。 

弘前駅前地下に自転車1 , 700台収容の駐輪場が 4月21日午前11時オ プン 

弘前の駅前は自転車や原付バイクの放置禁止区域です！ 

自転車・バイクは駐輪場に置きましょう 
自転一源付タク放置禁止区域
叉ノ＼マy  

〇 禁止区域内に放置したら？ 

ー一ーーーー、＝三 

放置禁止区域 

自転車駐輪場［ニコ バイク置き場 

シールをはりつけて警告します。 

警告後も放置されていると撤去します。 

城西大橋下の保管所ノ＼撤去・保管して

告示するとともに、所有者へ引き取り

に来るよう通知します。 

引き取りのない自転車は、処分します。 

→

→

→
→
→

→

→
 

l 
返還には撤去・保管に要した

費用が必要となリます。 

撤去・保管費用 

・自 転 車 1台 2,000円 

・原付バイク 1台 3,000円 

警 告

よ‘ 

' 

還 返
 

撤 去 

保 管 

処 分 

く 平成9年4月21日 弘前市自転車等の放置防止に関する条例施行 ） 

⑥お問い合わせ ◆弘前市交通安全対策室 公 (0172) 35-11n（内線214・320) 
◆弘前駅前駐輪場 公 (0172) 33-3677 ◆城西大橋下放置自転車保管所 容 (0172) 33-5350 
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課税台帳の縦覧を．ノ 

あなたの固定資産を 
確認してください 

市では、平成 9年度固定資産課税台帳を次

の日程により糸従覧に供します。縦覧とは、固

定資産（固定資産税、都市計画税）の課税の

基礎となる価格等を、納付書をお送りする前

に、あらかじめ所有者に確認していただくた

め、期間（20日間）を設け、課税台帳を無料で

ご覧いただける制度です。 

昨年中に土地・家屋を所有権移転された方、 

また、家屋を新築・増築・取りこわしされた

方は、必ず縦覧しましょう。ただし、糸従覧期

間以外でもご覧になれますが有半十となります。 

ご覧になった事項及び価格などに不服がある

場合は、 4月 2 日（水）から 5月1日（木）まで

の間に固定資産評価審査委員会に審査の申出

をすることができます。 

なお、平成 9年度は、3 年に一度行われる評

価替えの年であり、評価額が変わります。ま

た、路線価等の公開もしていますのでご覧く

ださい。 

◇縦覧期間 4月 2 日（水）~4月21日（月） 

（ただし、土・日は除きます。） 

◇縦覧場所 市役所 税務課（3階） 

※詳しいことは、税務課へどうぞ 

合内線422・423 

平成9年度「みんなの教室」 

	 お・知・ら・せ 
中央公民館では、 「みんなの教室」を年間

各15回開講しています。今年度は300名

の方々が、 「スポーツ・生け花・茶道・書道 

・藤手芸・着付一・洋裁・盆栽・日本舞踊・半斗

理・パッチワーク・英語」の12教室を受講

いたしました。 

平成 9年度は新たに 2 教室を追加し、 14 

教室で 5月中旬から同様にスタートいたしま

す。あなたも、健康で豊かな人生のために始

めまゼゾvか。 

あなたのチャレンジしたい講座をハガキか

ファックスで教えてください。新年度の受講

募集は市広報 4月15日号でご案内いたします。 

⑨問い合わせ 市中央公民館 

胃 3 5- 6 0 5 6 
FAX 3 5 一 6058 

7 平成 9年3月15日 

お知らせ 

国民健康保険被保険者証の更新 

対 象 地 区 月 日 時間 更新場所 

姥落・稲実・広田・七ッ館

湊・湊団地・みどり町 

3月17日 

（月） 

9 :00 
-16 :00 

市役所 2階 
ロ 	ビ ー 

栄町・田町・蓮沼・不魚住

元町・鎌谷町・鳥森 
下り枝・八重菊・一ッ谷

新町・柳町・岩木町・本町

小曲 

3月18日 

（火） 

9 :00 
-16:00 

市役所 2階

ロ ビ ー 

東町・大町・旭町・雛田

敷島町・上平井町 

中平井町・下平井町・錦町

幾世森・寺町・柏原町

松島町 

3月19日 

（水） 

9 :00 
-16:00 

市役所2階
ロ ビ ー 

幾島町・末広町・新宮町

蘇鉄・芭蕉・川端町 

布屋町・新宮・長橋橋元

弥生町・若葉 

3月21日 

（金） 

9 :00 
-16 :00 

市役所 2階

ロ ビ ー 

期間中に更新できなかった人 

（全区域） 

日曜更新を設けます。但し、 
⑤、④、異動等の手続き

はできません。 

3月23日 

（日） 

9 :00 
-16:00 

市役所 2階

国保年金課 

※ 各支所地区ソで期日に更新できなかった人

は、 3月21日正午までは各支所で更新でき

ます。 3月23日以降は市役所国保年金課て三

更新します。 

⑥問い合わせ 

国保年金課 雪内線214・215 

働く婦人の家研修会 

◇講演 「高齢者社会と女性たち」 

松浦万里子 氏 

（青森県社会福祉協議会副部長） 

◇日時 3月22日（土） 13 : O0-15 : 00 

◇場所 働く婦人の家 3階小ホール 

◇問い合わせ 働く婦人の家 

"35一 8898 
FAX 3 5 一 8953 

〇主催 働く婦人の家利用者会 

〇後援 五所川原市 

五所川原市役所 公35- 2111 

, 



フオークリフト運転技能講習会」 

◇講習対象 最大荷重1 トン以上のフオークリ 

フトの運転業務 

◇開催日時 4月 7 日～11日 （ 5 日間） 

9 : 00-17 : 00 
（但し、大型特殊免許所有者は、 2 日間の 

受講ーです） 

◇開催場所 ・学冴斗 （社）西北労働基準協会 

2階 会議室 

（新宮町84-5) 
・実技 （株）五所川原中央青果構

内（広田字柳沼61-1) 

◇受講資格 満18歳以上の者 

◇受講料 

(1）大型・普通自動車免許を有する者 

31,200円 

（ラニキスト代:1,200円を含むり 

(2）大型特殊自動車（カタピラ限定イ寸きを

除く）免許を有する者 

1 1,200円 

（テキスト代1,200円を含む） 

◇締め切り 3月28日か定員80名に達し次第締

め切ります。 

玉掛技能講習会 

◇講習対象 つり上げ荷重1 トン以上の玉掛業 

務 

◇開催日時 4月 2 日～4 日 （ 3 日間） 

9 : 00 -17 : 00 

◇開催場i！斤 ・学科 （社）西北労働基準協会 

2 階 会議室 

（新宮町84-5) 
・実技 斎勝建設（株）構内 

（太フ羽丁字早蕨98-4) 
◇受講資格 満18歳以上の者で、 1 トン以上の

玉掛の補助作業又は1 トン未満の玉掛作業

のいずれかを6 カ月以上従事した経験を有

する者。 

◇受講料 14,700円 

（ラ三ギスト代1,700円を含む） 

◇締め切り 3月24日か定員80名に達しi欠第締

め切ります。 

⑨申し込み・問い合わせ 

（社）西北労働基準協会（新宮町84-5) 
公 3 5 一6336 

※毎週土・日曜日は休業日 

～安らぎの緑の景観未来まで～ 
ぐ青森県景観条例に基づく大規模行為の届出制が3月26日からスタートします。） 

大規模な建築物の建築などの行為 （大規模行為） は、 周辺の景観に大きな影響を与えるため、 

特に、周囲の自然や町並みなどの景観との調和に配慮する必要があります。 このため、 このよう

な大規模行為について、条例では、事前の届出制度 （大規模行為の届出制） を定めています。 

■届出を要する大規模行為の規模 

行 	為 	の 	種 	類 規
 
模
 

①建築物の新築、増築、改築、移転又は撤去 高さ13メートル又は建築面積L000平方メートルを超えるもの 

②工作物の新築、増築、 
改築、移転又は撤去 

①さく、塀、擁壁その他これらに類する工作物 高さ 5 メートルを超えるもの 

②鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他これら
に類する工作物（④の支持物に該当するものを除く。） 

高さ13メートルを超えるもの 

③煙突、排気塔その他これらに類する工作物 高さ13メートルを超えるもの 

④電気供給のための電線路又は有線電気通信のための
線路（これらの支持物を含む。） 

高さ20メートルを超えるもの 

⑤物見塔，電波塔その他これらに類する工作物 
高さ（当該工作物が建築物と一体となって設置される場 
合は、地盤面から当該工作物の上端までの高さ）13メー 
トルを超えるもの 

⑥広告板、広告塔その他これらに類する工作物 
高さ（当該工作物が建築物と一体となって設置される場 
合は、地盤面から当該工作物の上端までの高さ）13メー 
トル又は表示面積の合計が15平方メートルを超えるもの 

⑦彫像、記念碑その他これらに類する工作物 高さ13メートル又は築造面積1,000平方メートルを超えるもの 

⑧観覧車、コースター、ウオーターシュートその他こ
れらに類する遊戯施設 

高さ13メートル又は築造面積1,000平方メートルを超えるもの 

⑨自動車車庫の用に供する立体的施設 高さ13メートル又は築造面積L000平方メートルを超えるもの 

⑩アスフアルトプラント、コンクリートプラントその
他これらに類する製造施設 

高さ13メートル又は築造面積1,000平方メートルを超えるもの 

⑩石油、ガス、穀物、飼料その他これらに類するもの
の貯蔵又は処理の用に供する施設 

高さ13メートル又は築造面積1,000平方メートルを超えるもの 

⑩汚物処理施設、ごみ焼却施設その他これらに類する処理施設 高さ13メートル又は築造面積1,000平方メートルを超えるもの 

③建築物又は工作物の外観の変更 上記の規模を超える建築物又は工作物の外観面積の 2 分の1を超えるもの 

④屋外における物の集積又は貯蔵 高さ5メートル又は面積1,000平方メートルを超えるもの 

⑤鉱物の掘採又は土石の採取⑥土地の区画形質の変更⑦水面の埋立て又は干拓 面積3,000平方メートル又は法面の高さ5メートルを超えるもの 

●お問い合わせ先 県企画調整課 合0177-22-1 1 1 1 （内線21 56・2 1 5 7) 
五所川原市都市開発課 合3 5 一 21 1 1 （内線323) 
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スポーツ医事相談室 
スポーツ選手や愛好者で、スポーツ障害や

健康管理についてスポーツ ドクターの指導助

言を受けたい方のために、スポーツ医事相談

室を開設いたしますのでお気軽にご利用くだ

さい。 木目談半Iは無＊斗てるす。 

◇日時 3 月27日（木） ・ 4 月 3 日（木） 

15 : 00~ 17 : 00 

◇場所 市保健センター （市働く婦人の家） 

◇申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課 

胃 3 5 一 2111 内線 570 

FAX 3 4 - 3 1 9 2 

※事務局に申込用紙がありますのて× 

ご記入の上提出してください。 

◇申し込み締め切り 3 月24日（月） 

募 集 

平成9年度 	コ 

少年銃剣道教室 
受講生募集 

◇募集生徒 小学校 1年生から中学生、高校 

生まで（男女を間いません。） 

◇募集受付日 4 月 5 日（土） 

13 : 00 -- 14 : 00 

◇受付吐易所 市民体育館（サブ体育館） 

◇練習期間 4 月から11月までト 

毎週水・木曜日 

16 : 00 - 18 : 00 

〇受講は 

いつでも受付いたします。 

～一度見学においでください～ 

◇間い合わせ 

費 35一2340、 

費 53一2263 
雪 35一4138 
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 1二 催／五所川原銃剣道協会 

後 援／五所川原市教育委員会 

（財）五所川原体育協会 

9 平成 9年3月15日 

学校体育施設を開放 
地域住民の日常生活におけるスポーツ活動 

の場として学校体育施設を開放します。 

◇開放施設（体育館） 

五所川原小学校 

南小学校 

中央小学校 

五戸斤川原第一中学校 

五所川原第三中学校 

三好中学校 

◇開放期間 4 月1 日～12月19日 

◇開放時間 18:00~21:00 

◇利用申し込み 5名以上のグルーフp、団体、 

クラブ等とし原則としてスポーツ安全保 

険等に加入済の方 

◇申し込み期限 4 月25日（金）まてる 

※必ず下記まで連絡してください。 

⑥市教育委員会 生涯スポーツ課 

ft35一2111 内線 570 

=＝小さな掛け金・大きな補償＝ 

スポーツ安全保険 
スポーツ安全保険は、グループの皆様や指 

導者の方々が安心して活動できるように、傷 

害保険と賠償責任保険および共済見舞金を組 

み合わせた総合補償制度です。 スポーツ活動 

だけでなく、コーラス、料理教室などの文化 

活動も対象となります。 

一万一の事故に備えて 

ぜひこの保険にご加入をノー 

ロ受付期間 平成 9 年 3 月1日より 

ロ保険期間 平成 9 年 4 月1日 

～平成10年 3 月31日 

口掛 金 中学生以下の団体 400円 

大人の団体 1 .300円 

口補償 金 入院 1 日につき 4,000円 

通院 1 日につき 1,500円 

※この他、老人クラブ団体、実業団連盟の 

加入も扱っています。 

⑥間い合わせ 

・（財）スポーツ安全協会青森県支部 

（青森市大字安田字近野234-7) 

ftO 1 7 7一82一6984 

●五所川原市教育委員会 生涯スポーツ課 

ft3 5一2111 内線 570 

五所川原市役所 公35-2111 
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五所川原女声コーラス 

母 

青森県青年海外派遣事業 

第 7回「青森県青年の船」 

未来への出航無限の可能性を求めて 

実施期間 9月 1日（月）-12日（金） 

[12日間〕 

◇訪問国及び訪問先 

大韓民国（釜山・ソウル・仁川） 

中華人民共和国（天津・北京） 

ぐ＞募集人員 15名 （県全体350名） 

◇募集期間 4月1日～30日 

◇経 費 参加者負担金160,000円 

（一人当たり総額631,000円、 

うち県市負担47 1,000円） 

▲ ◇応募資格 市内に住所を有し、概ね20歳 

ー 	 から35歳まて了 

◇申し込み・問い合わせ 

市中央公民館 合3 5 一 6056 

東北電力五所川原営業所 

『ザ'可吐ノ1、ナー，f、PT\ 

電気教室』 

受講生募集 
◇開催日 4月から12月まで（8月除く）の

毎月第 3木曜日 

◇時間 	10:00- 12:00 
◇会場 東北電力（株）五所川原営業所 

（田町一113-1) 
◇講座内容 電気の基礎知識、電気半斗金のし 

くみ、機器の組み立て、料理、施設見学 

会、住宅見学会、菓子ーづくり 

◇募集人員 30名 

（定員になり次第締め切ります。） 

く＞申し込み方法 当社お客さまサービス課へ 

電話でお申し込みください。 

台 3 5 一 2151 内線335 
「 

◇対象者 どなたでも（経験がなくても、楽 

譜が読めなくても大丈夫ク） 

◇練習日時 毎週木曜日 

10 : 00-13 : 00 
、 ◇練習場所 市中央公民館 2階音楽室 

ぐ＞問い合わせ 

合 3 5-3 1 1 0 （兼平民子〔指揮者〕） 

客 3 3- 1 5 0 1 （安斉郁子〔代 表〕） 

太極拳●気功同好会 
会員募集 

◇練習日 毎月第 2 ・第4木曜日 

19 : 00-20 : 30 
◇場所 市中央公民館 

◇講師 楠 美祥雄 先生 

（青森県太極拳協会会長） 

◇申し込み・問い合わせ 

〔昼〕客3 7- 3 5 3 3 （花・とあえ） 

〔夜〕合3 5- 4 2 6 5 （長内慧子）  

平成9年度 
日系社会青年ボランティア募集 
日系社会青年ボランティアとは 

中南米地域においてそれぞれの国の国づく
りのために大きな力となっている日系人社会
及び周辺地域の一層の発展を図るために、優
秀な技術と奉仕の精神に富んだ日本の青年を 
3 年間”裕貴する制度です。 
■派遣先 アルゼンチン、 ボリビア、ブラジ

ノレ、 チリ、 コロンビア、 ドミニカ共和国、 

メキシコ、パラグアイ など 
■受入機関 日系人社会の公共団体 など 
■応募資格 満20歳以上39歳まで

高校卒業以上、 日本国籍 
■選考〈第 1次選考〉筆記試験（専門技術、 

英語）、適性試験 
〈第 2i欠選考〉面接（人物、専門技術）、 

健康診断 
■派遣期間 3 年間（延長不可） 
■主な職種（平成 8年度の例） 

〔農林水産〕食肉加工・食品加工・ 

農業機械修理 

〔工業技術〕重機械整備・電気技術 
〔教育文化〕 日本語教師・団体事務・ 

幼稚園教師・児童教育 など 
〔医療福祉〕看護婦・社会福祉士・ 

保健婦・臨床検査技師 
■事業団からの支援 

①旅費（往復）、派遣前訓練費用 

②現地生活費など 

（③福利厚生費（労災保険特別加入、災害 
補償制度、共済会） 

■募集期間及び人員 4月15日～ 5月31日 
（平成8年度は50名募集） 

■募集説明会 5月12日（月）18 】 30-20 】 30 
（青森市）アスパム 7 階

⑨問い合わせ 国際協力事業団東北支部
客 022-223-5151 F AX022-227-3090 

平成 9年 3月15日 10 



今 サカエさん 

（高野字柳田） 

風 今さ1からの一締介 
ー、灸ュ（大根のビール漬け） 

 

大根 5 ぬ、ビール500c.c.、砂糖500g弱、 

酢200cc. 、塩1 50g、鬼がらし1 5g。 

1 cm半月切り。4~S 日で食べられる。 

シルバー人材センターからの 

お・知・ら・せ 
●会員資格の更新 

現在センターに登録している会員の方は、 

3 月31日で資格が切れます。 引き続き更新

を希望される方は、年会費1,000円をご持

参のうえ、 3 月21日以降に事務局まで。 

●会員募集 

一6〇歳以上で、 

まだまだ元気だから働きたいという方一 

年会費1 ,000円と写真、通帳（郵便局） 

をご持参のうえ、事務局まで。 

0 ●加〈ン )ーズ〉II' -19一 私の健康づくり 

今回は、お料理好きで、NHKきようの

料理大賞部門賞を受賞したこともあるとい

う今さんに、健康づくりについて聞いてみ

ました。 

お料理好きになったのは、七和農協婦人部

学習会で楽しく覚えることができて、その後、 

七和農協まつりに色々工夫した氷斗理を出品し

たところ、組合長から表彰されたことがきっ

かけとのこと。 「今でもこの賞状が宝物です」 

と今さんは振り返る。 教わった拳ト理をそのま

ま作るより、そこから考えるのが好きで、自

分のものにしていく今さんは、工夫名人とも

いえます。 そして、工夫の一品 “枝豆入りの

ごまおこわ” を 『 1994年NHK きょうの

料理大賞』 に自分から応募し、見事 『とって

おきのご飯もの東フhコック代表』 となり、全

国大会で部門賞を獲得しました。 「今年、も

う一回挑戦してみよう」 と今さんは目を輝か

せています。 実は 4回目の挑戦で受賞してい

るので、 これが 5 回目の挑戦となります。 家

族や周囲の人に食べてもらうのが好きで、そ

れが張り合いになって楽しみなのだそうです。 

7 月ク刀応募へ向けて今さん頑張れノ 

, 

今さんの日課は、朝5時の起床に始まりま

す。 家族 8 人分の洗濯、朝ご飯、掃除と、 と

にかく動き回るそうです。 もちろん夏場は農

作業もあって、大忙しだそうです。 踊りも好

きで週一回は仲間と楽しく踊り、 とにかくイ本

を動かしているので、周囲の人から 「おめだ 

ば、一生ボケないよ」 と言われるそうです。 

（財）五所川原市シルバー人材センター 
（岩木町12一福祉事務所 2 階一） 

ft34 一 8844 

11 平成 9年3月15日  

くるみ園（老人ホーム） 

入所者作品展示会 
	ノ 

◇日 時 3 月19日（水） 

10 : 00 -- 15 : 00 

◇場 所 養護老人ホーム く るみ園 

（幾世森165-1) 

展示作品を即売いたしますニ一一 

当日は、食堂て叫莫擬店（うどん、生そば、 

ケーキセッ ト） を開いております。 

皆様お揃いでおいでください。 

五所川原市役所 容35-2111 

~ 
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春の青少年健全育成全国強調月間 

<3 月20日～ 4 月10日〉 

〇青少年の非行防止と社会環境浄化の促進 

〇心身の鍛練と明るい家庭づくりの促進 

〇青 少 年 の 社 会 参 加 の 促 進 

青少年の健全育成のため、有害

ビデオ・ツーショットダイヤル等

の自動販売機をなく しましよう。 

五所川原市・五所川原警察署 

r 交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 9年 2 月20日現在） 

青 森 県 内 五所川原警察署管内 
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( ）内は、前年対比 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

運転はゆったりハートにしっかりベルト 

すこやか発育相談 

◆場 所 働く婦人の家・市保健センター 

◆4月より 6 カ月児健康相言炎は、実施いたし

ませんのでご了承ください。 

開 設 日 日寺 	間 

母と子一の 

木目 談 日 

4月 2 日 

（水） 

4月16日 

（水） 

1 0 : 00- 

12:00 

1 3 : 0 0- 

15:00 

第 3水曜日の 

午後は予糸六J 

※予糸く井月言炎は随時、電話ーで受けイ寸けています。 

期 	日 日寺 間 場 	所 

3月21日 10 : 00 - 日立東部セミコン 

（金） 15 : 30 ダクタ株式二会社 

すく すく健診 

◆場 所 働く婦人の家・市保健センター 

◆受付時間 12 】 30-12 】 45 

◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

対 象 児 期 	日 

4力月児 

健 	診 

平成 8年 

11月生まれノ 

4月 8 日 

（火） 

1 歳 

6力月児 

健 	診 

平成 7年 

10月生まれノ 

4月22日 

し大） 

歳
  

児
診
 
 

3
1
4
 

 

平成 5年 

10月生まれノ 

平成 5年 

11月1日生まれノ 

-15日生まれノ 

4月17日 

（木） 

※お願い ① 4 カ月児健診では、神経芽細胞

腫検査セットを配布しますのてg、 これノなか

った方は母子健康手帳を持参のうえ、はつ

らつ女性課窓口にもらいにきてください。 

（②）3歳児健診では尿検査がありますので、 

尿を小ビンにいれて持参すると便利てgす。 

③体調のよくない子どもさんは、翌月の

健診を受けることができますのでご連絡く

ださい。 

④詳細については「ごしょがわら健康ご

よみ」をご覧ください。 

五所川原市役所 容35一2111 平成 9年3月15日 12 
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